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学
生
の
活
躍
光
る

運
動
部
会
が
健
闘 

全
国
大
会
で
好
成
績
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た
の
で
は
と
推
測
さ
れ
て
い
る
▼
ダ
イ
ナ
マ
イ

ト
の
名
は
ギ
リ
シ
ャ
語
で
「
力
」
を
意
味
す
る

「
D
u
n
a
m
i
s
」
に
由
来
す
る
。
こ
の
発
明

品
が
持
つ
力
は
武
器
と
し
て
の
威
力
だ
け
で
は
な

く
、
土
木
や
採
掘
工
事
な
ど
の
発
展
を
支
え
る
力

も
持
っ
て
い
た
▼
彼
が
生
き
た
時
代
は
、
世
界
各

地
で
戦
争
が
起
き
て
い
た
。
遺
言
状
に
書
か
れ
た

５
部
門
の
う
ち
、
最
後
に
言
及
さ
れ
た
も
の
が
平

和
賞
だ
。「
ひ
と
つ
は
、
国
家
間
の
融
和
・
軍
隊

の
廃
止
や
削
減
、
平
和
会
議
の
開
催
や
推
進
の
た

め
に
最
大
あ
る
い
は
最
善
を
尽
く
し
た
人
物
に
」

と
▼
表
彰
式
は
、
彼
の
命
日
で
あ
る
12
月
10
日
に

行
わ
れ
る
。「
死
の
商
人
」
と
呼
ば
れ
た
ノ
ー
ベ

ル
が
自
ら
の
名
を
冠
す
る
こ
と
に
な
る
賞
に
託
し

た
の
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を
生
み
出
す
「
人
間

の
力
」
が
、
善
い
方
向
に
繫
が
っ
て
ほ
し
い
と
の

願
い
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

今
年
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
が
発
表
さ
れ
た
。
発
明
家

ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ノ
ー
ベ
ル
（
１
８
３
３
〜
１
８

９
６
）
の
遺
産
と
遺
言
を
基
に
、
1
9
0
1
年
に

創
設
さ
れ
た
賞
の
目
的
は
、「
人
類
に
最
大
の
貢

献
を
も
た
ら
し
た
人
々
」
を
表
彰
す
る
こ
と
だ
▼

「
死
の
商
人
、
死
す
」
―
―
こ
の
言
葉
が
、
賞
創

設
の
き
っ
か
け
と
言
わ
れ
て
い
る
。
彼
の
兄
が
亡

く
な
っ
た
際
に
、
本
人
と
誤
認
し
た
新
聞
が
掲
載

し
た
記
事
の
見
出
し
だ
。
彼
の
発
明
し
た
ダ
イ
ナ

マ
イ
ト
が
戦
場
で
使
わ
れ
、
莫
大
な
利
益
を
得
て

い
た
か
ら
だ
▼
世
間
か
ら
の
評
価
に
対
し
、
彼
が

何
を
思
っ
た
の
か
。
本
人
の
言
葉
は
残
っ
て
い
な

い
。
だ
が
、
後
世
に
「
死
の
商
人
」
と
し
て
で

は
な
い
名
を
残
そ
う
と
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
考
え

秋
に
む
か
ふ

山
の
た
つ
き
の　

か
そ
け
き
に

　

こ
と
し
は
早
く
、

　
　

雹
ふ
り
に
け
り　

 
（「
春
の
こ
と
ぶ
れ
」）

 

釈　

迢
空

「
上
州
河
原
湯
」

　

国
学
院
大
学
に
「
観
光
ま
ち
づ

く
り
学
部
」
が
誕
生
し
、
観
光
を

基
軸
に
多
様
な
側
面
か
ら
地
域
に

貢
献
し
て
い
く
人
材
の
輩
出
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
こ
れ
ま

で
の
院
友
（
卒
業
生
）
の
中
で

も
、
観
光
を
活
用
し
た
地
域
づ
く

り
の
最
前
線
で
活
躍
す
る
卒
業
生

が
数
多
く
い
る
。
一
般
社
団
法
人

秩
父
地
域
お
も
て
な
し
観
光
公
社

の
事
務
局
長
、
井
上
正
幸
さ
ん

（
平
３
卒
・
99
期
文
）
も
そ
の
一

人
だ
。
日
本
三
大
曳
山
祭
の
ひ
と

つ
、「
秩
父
夜
祭
」
が
有
名
な
秩

父
地
域
で
、
ユ
ニ
ー
ク
な
観
光
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
生
み
出
す
キ
ー
パ

ー
ソ
ン
と
し
て
実
績
を
積
み
、
全

国
各
地
で
講
演
活
動
も
展
開
し
て

い
る
。

　

秩
父
地
域
お
も
て
な
し
観
光
公

社
は
、
観
光
地
域
づ
く
り
法
人

（
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）
第
１
弾
に
認
定
さ

れ
、「
ち
ち
ぶ
定
住
自
立
圏
」
を

形
成
す
る
、
埼
玉
県
秩
父
市
、
横

瀬
町
、
皆
野
町
、
長
瀞
町
、
小
鹿

野
町
の
１
市
４
町
の
観
光
情
報
の

発
信
や
地
域
の
Ｐ
Ｒ
を
手
掛
け
て

い
る
。
観
光
協
会
や
商
工
課
な
ど

既
存
の
団
体
が
実
施
し
て
い
な
い

事
業
で
、
か
つ
、
秩
父
地
域
で
連

携
す
る
必
要
が
あ
る
事
業
を
担
当

し
て
い
る
。

　

井
上
事
務
局
長
は
、
１
市
４
町

の
首
長
や
地
方
議
員
、
経
済
団
体

や
民
間
企
業
、
地
元
の
住
民
た
ち

を
訪
ね
、
話
を
聞
き
、「
こ
ん
な

こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
い
い
な
」
と

い
う
ア
イ
デ
ア
を
見
つ
け
、
事
業

化
に
結
び
付
け
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
西
武
鉄
道
と
埼
玉
県

と
連
携
し
、「
チ
ー
ム
秩
父
」
を

結
成
し
た
。
魅
力
あ
る
地
域
を
取

材
し
て
、
旅
行
商
品
化
で
き
そ
う

な
素
材
を
発
掘
し
、
連
携
し
宣
伝

活
動
な
ど
を
展
開
し
て
い
る
。
ま

た
、
秩
父
地
域
の
観
光
ガ
イ
ド
た

ち
が
学
び
合
う
「
案
内
人
倶
楽

部
」
や
、
観
光
協
会
と
連
携
し
、

観
光
の
足
と
し
て
自
転
車
を
活
用

す
る
「
広
域
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
事

業
」
な
ど
、
１
市
４
町
と
各
種
団

体
が
団
結
で
き
る
よ
う
に
縁
の
下

で
支
え
て
い
る
。

　

セ
メ
ン
ト
工
場
跡
地
を
道
の

駅
と
し
て
再
活
用
さ
せ
た
経
験

を
生
か
し
、
廃
業
し
た
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
の
代
わ
り
に
、

Y
o
u
T
u
b
e
を
利
用
し
た

「
秩
父
お
も
て
な
し
Ｔ
Ｖ
」
を
開

設
し
た
ほ
か
、
秩
父
地
域
地
場
産

業
振
興
セ
ン
タ
ー
の
再
生
に
も
力

を
注
い
で
い
る
。

観光地域づくり法人観光地域づくり法人（DMO）の（DMO）の

最前線最前線でで
地域地域をを動動かすかす

　

各
運
動
部
会
が
秋
の
試
合
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、

大
会
で
好
成
績
を
収
め
活
躍
し
て
い
る
。

　

10
月
10
日
に
は
、
出
雲
全
日
本
大
学
選
抜
駅
伝

競
走
が
開
催
さ
れ
、
陸
上
競
技
部
が
準
優
勝
の
好

成
績
を
収
め
た
。
令
和
元
年
度
の
優
勝
に
続
く
チ

ー
ム
史
上
２
番
目
の
成
績
で
、
主
将
の
中
西
大
翔

選
手
（
健
体
４
）
＝
写
真
右
＝
は
４
区
で
区
間
賞

を
獲
得
し
た
。
今
回
大
会
で
は
感
染
予
防
策
を
講

じ
た
う
え
で
の
応
援
が
認
め
ら
れ
、
院
友
会
の
島

根
県
支
部
が
応
援
に
駆
け
付
け
、
選
手
に
声
援
を

送
っ
た
。

　

柔
道
部
も
全
国
の
舞
台
で
活
躍
を
見
せ
た
。
体

重
別
個
人
の
学
生
日
本
一
を
か
け
た
全
日
本
学
生

柔
道
体
重
別
選
手
権
大
会
で
、
男
子
73
㎏
級
の
後

藤
颯
太
選
手
（
健
体
１
）
＝
同
左
＝
が
１
年
生
な

が
ら
見
事
に
優
勝
を
果
た
し
た
。
準
決
勝
、
決
勝

と
も
４
年
生
選
手
と
対
戦
し
、
延
長
戦
ま
で
も
つ

れ
る
激
戦
を
制
し
た
。
同
90
㎏
級
で
は
押
領
司
龍

星
選
手
（
経
営
４
）
が
準
優
勝
と
な
り
、
２
年
連

続
で
表
彰
台
に
上
が
っ
た
。
ほ
か
に
も
３
選
手
が

５
位
と
な
り
、
本
学
か
ら
出
場
し
た
10
選
手
中
５

選
手
が
入
賞
を
果
た
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
の
部
会
も
全
国
や
関
東
大
会
の
舞
台

で
健
闘
を
見
せ
、
学
生
の
活
躍
が
光
っ
た
。
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学
校
法
人
国
学
院
大
学
で
は
、
私
学
と
し
て
の

公
共
性
と
独
自
性
の
あ
る
教
育
研
究
体
制
を
確
立

す
る
た
め
、
広
く
ご
寄
付
を
募
っ
て
い
ま
す
。

北海道短期大学部 創立40周年 各種記念事業を開催
　

国
学
院
大
学
北
海
道
短
期
大
学
部
（
滝
川
市
）

が
昭
和
57
年
４
月
の
開
学
か
ら
40
周
年
を
迎
え

た
。
９
月
16
日
に
、「
開
学
40
周
年
特
別
講
演

会
」
が
同
市
内
の
ホ
テ
ル
三
浦
華
園
で
行
わ
れ
、

多
く
の
関
係
者
や
市
民
ら
が
参
加
し
た
。

　

講
演
会
冒
頭
、
佐
栁
正
三
理
事
長
が
「
本
年
は

創
立
1
4
0
周
年
の
節
目
で
も
あ
り
、
建
学
の
精

神
に
立
ち
返
る
と
と
も
に
、
地
域
へ
の
貢
献
に
も

取
り
組
む
」、
平
野
泰
樹
・
短
期
大
学
部
学
長
が

「
今
後
、
教
学
と
地
域
貢
献
の
強
化
を
進
め
、
市

と
と
も
に
発
展
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。
来

賓
か
ら
は
、
前
田
康
吉
・
滝
川
市
長
が
「
短
大
部

の
学
生
は
地
域
で
活
躍
し
、
卒
業
生
も
市
を
応
援

し
て
く
れ
る
。
市
の
誇
り
で
あ
り
、
地
域
協
力
に

感
謝
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

講
演
で
は
、
大
学
の
観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部
長

で
あ
る
西
村
幸
夫
教
授
が
「
地
域
を
見
つ
め
、
地

域
を
動
か
す
」
と
題
し
登
壇
。
西
村
学
部
長
は
、

「
持
続
可
能
な
地
域
活
性
化
に
は
、
地
域
の
社
会

・
環
境
・
経
済
の
バ
ラ
ン
ス
が
重
要
だ
」
と
し

「
文
化
や
歴
史
、
自
然
な
ど
か
ら
地
域
を
見
る
文

系
目
線
と
、
デ
ー
タ
や
数
値
の
活
用
な
ど
で
地
域

を
説
得
す
る
理
系
目
線
の
両
輪
が
必
要
」
と
同
学

部
が
掲
げ
る
文
理
融
合
へ
の
想
い
を
語
っ
た
。
さ

ら
に
「
そ
の〝
ま
ち
〞独
自
の
物
語
は
地
域
の
誇
り

と
な
り
、
地
域
の
外
か
ら
は
魅
力
と
な
る
。
滝
川

市
に
も
独
自
の
物
語
が
あ
る
は
ず
で
、
短
大
部
開

学
に
も
先
人
や
地
域
の
人
た
ち
の
思
い
と
描
い
た

未
来
が
あ
っ
た
は
ず
。
ぜ
ひ
物
語
を
共
有
し
て
、

前
向
き
な
ま
ち
づ
く
り
が
進
ん
で
い
っ
て
ほ
し

い
」
と
短
大
部
と
滝
川
市
に
エ
ー
ル
を
贈
っ
た
。

　

記
念
事
業
は
ほ
か
に
も
、
同
校
と
滝
川
市
の
連

携
を
振
り
返
る
展
示
会
や
、
親
子
向
け
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
な
ど
が
９
月
か
ら
10
月
に
か
け
開
催
さ

れ
、
多
く
の
市
民
ら
が
会
場
と
な
っ
た
同
校
キ
ャ

ン
パ
ス
や
市
庁
舎
、
図
書
館
を
訪
れ
た
。

西村学部長の講演に、参加した関係者らは耳を傾けた
（北海道短期大学部提供）

コメ作りワークショップで日本文化に触れる
彬子女王殿下とともに学生らが稲刈り

　

コ
メ
作
り
の
体
験
を
通
じ
、
日

本
の
文
化
や
歴
史
に
触
れ
る
機
会

と
す
る
「
新
潟
コ
メ
作
り
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
の
稲
刈
り
が
９
月
22

日
、
新
潟
市
北
区
で
行
わ
れ
た
。

こ
の
企
画
は
、
彬
子
女
王
殿
下
が

総
裁
を
務
め
ら
れ
る
一
般
社
団
法

人
「
心
游
舎
」
が
主
催
し
て
お

り
、
学
生
も
参
加
し
て
５
月
に
田

植
え
、
７
月
に
草
取
り
を
行
っ
て

い
た
。
今
回
は
彬
子
女
王
殿
下
を

は
じ
め
、
学
生
11
人
と
協
力
農
家

の
方
や
地
元
の
子
ど
も
な
ど
約
50

人
が
参
加
し
た
。

　

７
月
の
大
雨
や
刈
り
取
り
直
前

の
台
風
14
号
に
よ
る
影
響
が
懸
念

さ
れ
た
も
の
の
、
地
元
で
は
「
な

び
く
」
と
言
わ
れ
、
穂
先
が
大
き

く
、
こ
う
べ
を
垂
ら
す
状
態
に
立

派
に
成
長
。
彬
子
女
王
殿
下
が
最

初
の
刈
り
取
り
を
さ
れ
た
後
、
地

元
の
伝
統
的
な
農
作
業
着
に
着
替

え
た
学
生
ら
は
横
一
列
に
な
り
丁

寧
に
稲
を
刈
り
取
っ
て
い
っ
た
。

学
生
た
ち
は
、
稲
刈
り
の
大
変
さ

に
汗
を
流
し
な
が
ら
も
、
地
元
の

協
力
農
家
の
方
や
子
ど
も
た
ち
と

言
葉
を
交
わ
し
笑
顔
を
見
せ
た
。

　

刈
り
取
っ
た
稲
は
、
地
元
で

「
ま
る
け
る
」
と
い
う
藁
を
使
い

束
ね
る
作
業
で
ま
と
め
ら
れ
て
い

っ
た
。
学
生
た
ち
は
初
め
て
の
体

験
に
四
苦
八
苦
し
て
い
た
が
、
農

家
の
方
に
コ
ツ
を
教
え
て
も
ら
う

と
徐
々
に
慣
れ
、
田
ん
ぼ
に
は
次

々
と
稲
束
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い

っ
た
。
稲
束
は
そ
の
後
、
天
日
干

し
の
た
め
の
柵
で
あ
る
「
は
さ
」

に
掛
け
ら
れ
、
は
さ
一
杯
に
黄
金

色
の
穂
が
翻
っ
た
。

　

稲
刈
り
後
の
振
り
返
り
学
習
で

は
、
学
生
た
ち
か
ら
「
手
作
業
で

や
る
こ
と
で
、
コ
メ
の
大
切
さ
を

知
れ
た
。
コ
メ
作
り
の
伝
統
は
伝

え
る
人
と
継
承
す
る
人
が
い
て
成

り
立
っ
て
い
る
と
実
感
で
き
た
」

「
自
分
で
植
え
た
苗
が
立
派
に
実

り
、
自
分
の
手
で
刈
り
取
る
と
い

う
貴
重
な
体
験
が
で
き
た
」
と
い

っ
た
感
想
が
挙
が
っ
た
。
最
後
に

彬
子
女
王
殿
下
は
「
苗
を
植
え
、

雑
草
を
取
り
、
稲
を
刈
る
。
大
変

な
作
業
だ
が
、
昔
の
方
々
は
そ
れ

だ
け
力
を
尽
く
し
て
コ
メ
作
り
を

残
し
て
き
て
く
れ
た
。
そ
の
こ
と

を
感
じ
る
機
会
と
し
て
、
今
後
も

参
加
し
て
ほ
し
い
」
と
参
加
者
に

語
り
掛
け
ら
れ
た
。

　

今
回
収
穫
し
た
コ
メ
は
、
11
月

に
は
本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
育
て

た
も
の
と
し
て
は
初
め
て
伊
勢
神

宮
へ
奉
納
さ
れ
る
予
定
。

稲
刈
り
を
終
え
た
彬
子
女
王
殿
下（
前
列
左
か
ら
５
人
目
）と
参
加
者
ら

交
換
留
学
生
ら
歓
迎
会

本
学
で
の
学
び
を
ス
タ
ー
ト

　

令
和
４
年
度

の
Ｋ
―
Ｓ
Ｔ
Ｅ

Ｐ
交
換
留
学

生
ら
の
歓
迎

会
が
、
10
月
７

日
に
渋
谷
キ
ャ

ン
パ
ス
で
開
催

さ
れ
た
。
当
日

は
、
Ｋ
―
Ｓ
Ｔ

Ｅ
Ｐ
交
換
留
学

生
ら
11
人
に
加

え
、
大
学
院
留

学
生
１
人
と
国

際
招
聘
研
究
員

１
人
も
参
加
。

在
学
生
と
教
職

員
ら
約
40
人
と

交
流
を
深
め

た
。

　

は
じ
め
に
岩

瀬
由
佳
国
際
交

流
推
進
部
長

（
文
学
部
教

授
）
が
「
さ
ま

ざ
ま
な
国
か
ら

留
学
生
が
来
て

く
れ
た
。
本
学

学
生
と
の
交
流

も
含
め
、
充
実

し
た
留
学
に
し

て
ほ
し
い
」
と

あ
い
さ
つ
。
続
い
て
、
交
換
留
学
生
ら

が
日
本
語
や
母
国
語
で
、「
母
国
で
も

日
本
語
と
日
本
文
化
を
学
ん
で
い
る
」

「
今
回
が
２
回
目
の
来
日
。
大
好
き
な

日
本
に
ま
た
来
る
こ
と
が
で
き
嬉
し

い
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
し
、
会
場
か
ら

大
き
な
拍
手
が
贈
ら
れ
た
。
そ
の
後

は
、
懇
親
の
た
め
に
ク
イ
ズ
大
会
と
交

流
企
画
が
催
さ
れ
た
。
ク
イ
ズ
大
会
で

は
、
日
本
や
留
学
生
ら
の
出
身
国
に
ち

な
ん
だ
問
題
が
出
題
さ
れ
た
。
参
加
者

ら
が
日
本
語
や
英
語
な
ど
で
お
互
い
に

正
解
を
話
し
合
い
な
が
ら
解
答
す
る
様

子
が
見
受
け
ら
れ
た
。
交
流
企
画
で
は

「
私
は
こ
ん
な
人
を
知
っ
て
い
る
！
」

と
題
し
、
各
国
の
観
光
地
を
訪
れ
た
こ

と
が
あ
る
か
な
ど
全
21
問
の
質
問
用
紙

が
配
ら
れ
た
。
15
問
を
埋
め
る
と
賞
品

が
も
ら
え
る
と
あ
っ
て
、
参
加
者
ら
は

質
問
用
紙
を
片
手
に
次
々
と
会
話
を
重

ね
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

歓
談
の
時
間
で
は
、
留
学
生
と
本
学
学

生
と
が
互
い
の
専
門
や
学
ん
で
い
る
内

容
を
紹
介
し
た
り
、
留
学
生
が
訪
れ
て

み
た
い
と
希
望
す
る
日
本
の
観
光
地
や

体
験
し
た
い
日
本
文
化
な
ど
に
つ
い
て

紹
介
す
る
な
ど
の
会
話
が
交
わ
さ
れ
、

笑
顔
で
交
流
を
深
め
て
い
た
。

　

今
後
も
定
期
的
に
交
流
イ
ベ
ン
ト
や

日
本
文
化
を
体
験
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
催

さ
れ
る
予
定
。

日本語や母国語であいさつを行った留学生たち
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９月卒業 令和４年度は67人

　国学院大学の令和４年度９月卒業生が９月
30日付で確定し、67人が対象となった。
　９月28日に行われた文学部証書授与式で
は、矢部健太郎学部長が参加した卒業生一人
一人に証書を手渡した。矢部学部長は「学部
で得た『問題を設定し、情報を集めて分析
し、論じる』というノウハウは卒業してから
こそ役立ち、今後の人生を豊かにしてくれる
ものだ。学びをやり遂げたことを誇って欲し
い」と言葉を贈った。
　卒業期は131期で、卒業式典は令和５年３
月19日に開催される予定。所属学部学科別
の卒業生数は次の通り。
◎ 文学部＝21人▷日本文10人▷中国文３人
▷外国語文化４人▷史２人▷哲２人
◎ 経済学部＝23人▷経済11人▷経済ネット
ワーキング９人▷経営３人
◎ 法学部＝16人▶法律専攻12人▶法律専門
職専攻１人▶政治専攻３人
◎神道文化学部＝▷神道文化３人
◎ 人間開発学部＝４人▷初等教育１人▷健康
体育３人▷子ども支援０人

い
こ
と
で
あ
る
。
19
年
、
進
藤
は
福
岡

県
立
図
書
館
長
に
転
出
。
そ
の
後
任
に

は
島
田
春
雄
（
第
36
期
・
国
文
）
が
就

任
し
た
。
進
藤
は
第
23
期
師
範
部
卒
。

卒
業
後
は
、
私
立
東
京
中
学
校
、
埼
玉

県
立
熊
谷
農
学
校
、
愛
知
国
学
院
で
教

鞭
を
と
る
。
２
年
か
ら
「
国
学
院
雑

誌
」
の
編
集
に
従
事
し
た
。
館
長
就
任

後
は
、
全
国
高
等
諸
学
校
図
書
館
協
議

会
、
私
立
大
学
図
書
館
協
議
会
に
加
盟

し
、
大
い
に
活
躍
を
し
た
。

　

蔵
書
は
年
々
充
実
し
、
加
藤
孝
太

郎
、
江
口
辰
太
郎
、
三
矢
重
松
、
高
橋

龍
雄
等
の
院
友
や
早
川
千
吉
郎
、
水
野

忠
欵
等
か
ら
寄
贈
を
受
け
、
ま
た
佐
佐

木
高
行
家
、
八
代
国
治
か
ら
の
寄
託
も

得
た
。
重
要
文
化
財
で
あ
る
「
久
我
家

文
書
」
も
戦
前
に
寄
託
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。

 

学
術
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事
務
部

 

図
書
館
事
務
課
主
幹　
古
山
悟
由

　

本
学
は
、
明
治
15
（
1
8
8
2
）
年

の
皇
典
講
究
所
創
設
以
来
1
4
0
年
の

歴
史
を
有
す
る
大
学
で
あ
る
。
図
書
館

も
同
じ
年
数
を
経
て
現
在
に
至
っ
て
い

る
。
そ
の
蔵
書
は
皇
典
講
究
所
創
設
以

来
脈
々
と
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
。
し

か
し
資
料
の
収
集
の
面
に
お
い
て
、
多

く
の
苦
労
が
あ
っ
た
。「
大
学
令
」
大

学
昇
格
時
に
お
け
る
絶
対
的
な
洋
書
の

不
足
、
ま
た
太
平
洋
戦
争
後
の
学
部
増

設
時
に
お
け
る
社
会
科
学
系
図
書
の
不

足
で
あ
っ
た
。

　

皇
典
講
究
所
開
設
に
あ
た
り
神
道
事

務
局
の
蔵
書
が
譲
り
渡
さ
れ
た
。
こ
れ

が
本
学
図
書
館
の
蔵
書
の
源
流
と
な

る
。『
皇
典
講
究
所
第
一
年
報
』（
同
17

年
５
月
16
日
刊
）
に
よ
れ
ば
、
７
坪
の

文
庫
が
表
門
の
正
面
に
あ
り
、
図
書
係

１
名
が
配
置
さ
れ
て
い
た
。

　

34
年
頃
に
は
稲
村
真
里
（
第
１
期
）

に
よ
る
目
録
の
編
製
が
行
わ
れ
て
い

る
。
本
学
は
、
35
年
と
39
年
の
２
度
の

火
災
で
校
舎
等
を
失
っ
た
。
図
書
館
は

35
年
の
火
災
で
図
書
室
備
付
の
図
書
を

失
う
が
、
書
庫
部
分
は
被
害
を
受
け

ず
、
現
在
で
も
神
道
事
務
局
の
蔵
書
印

が
押
さ
れ
た
図
書
が
多
数
見
受
け
ら
れ

る
。
39
年
の
火
災
の
後
、
藤
岡
継
平
に

図
書
館
主
務
を
委
嘱
。
43
年
に
は
「
和

漢
図
書
仮
字
別
目
録
」
が
編
製
さ
れ
た

＝
写
真
下
。

　

大
正
７
（
1
9
1
8
）
年
12
月
に

「
大
学
令
」
が
公
布
さ
れ
、
９
年
２

月
に
本
学
も
昇
格
が
認
可
さ
れ
た
。

昇
格
後
の
図
書
館
整
備
を
澤
田
章
（
第

５
期
・
教
授
・
図
書
館
長
）
に
委
嘱
。

図
書
館
建
築
計
画
が
進
ま
な
い
な
か
、

根
津
嘉
一
郎
の
寄
付
に
よ
り
、
昭
和
２

（
1
9
2
7
）
年
念
願
の
図
書
館
が
建

設
さ
れ
た
＝
同
上
。

　

９
年
、
澤
田
が
死
去
す
る
と
、
進
藤

譲
が
専
任
の
図
書
館
長
と
な
る
。
教
員

系
列
で
は
な
い
図
書
館
長
は
大
変
珍
し

戦
前
に
お
け
る
本
学
図
書
館
の
歩
み

第

回
46

「
指
定
寄
付
金
」ご
芳
名

　

学
校
法
人
国
学
院
大
学
で
は
、
私
学
と
し
て
の

公
共
性
と
独
自
性
の
あ
る
教
育
研
究
体
制
を
確
立

す
る
た
め
、
広
く
ご
寄
付
を
募
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
４
月
か
ら
９
月
ま
で
、
別
表
の
通

り
、
多
方
面
の
方
々
か
ら
ご
寄
付
を
た
ま
わ
り
ま

し
た
。
こ
こ
に
、
ご
芳
名
を
掲
載
し
、
重
ね
て
深

甚
の
謝
意
を
表
し
ま
す
。

　

本
法
人
に
対
す
る
ご
寄
付
は
、
専
用
用
紙
に
よ

る
申
し
込
み
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
に
よ
る
申
し
込
み
が
可
能
で

す
。
詳
細
は
６
面
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

 

（
総
務
部
総
務
課
）

令和４年度 指定寄付者一覧（敬称略） 令和４年４月１日～９月30日（単位：円）
申込者 寄付目的 金額 収納日

松浦　傳 学生・生徒等の奨学基金 50,000 令和４年４月15日

關橋　淳 課外活動支援（硬式野球部）

1,000 令和４年４月28日
1,000 令和４年６月30日
1,000 令和４年８月22日
1,000 令和４年９月26日

横山　楓 学生・生徒等の活動支援（硬式野球部活動支援） 700,000 令和４年５月25日
福永　奨 学生・生徒等の活動支援（硬式野球部活動支援） 1,200,000 令和４年５月27日
関根　俊 学生・生徒等の奨学基金 1,000,000 令和４年６月 ５日
一般財団法人国学院大学院友会
会長　𠮷田　茂穗

教育・研究振興支援（母校所蔵貴重資料デジタル化） 100,000 令和４年６月 ９日
国学院大学創立140周年記念 2,000,000 令和４年７月20日

伊藤　直記 課外活動支援（陸上競技部） 10,000 令和４年６月15日
小林　平八郎 課外活動支援（陸上競技部） 20,000 令和４年６月15日
小山　東夫 教育・研究振興支援（学力向上） 30,000 令和４年６月29日
臼杵　千枝子 学生・生徒等の活動支援

（箱根駅伝と東都大学１部リーグ野球の上位入賞への支援） 150,000 令和４年６月29日
SMBC日興証券株式会社　第一公益法人営業部
第一公益法人営業部長　和田　祥美 教育・研究振興支援 500,000 令和４年６月30日
喜多山　健二 学生・生徒等の奨学基金 100,000 令和４年６月30日
福田　光一 課外活動支援（バスケットボール部） 5,000 令和４年６月30日
山本　周典 学生・生徒等の奨学基金 5,000 令和４年６月30日
匿名 学生・生徒等の活動支援（柔道） 100,000 令和４年７月 １日
矢澤　敏司 学生・生徒等の奨学基金 10,000 令和４年７月 ６日
新井　さきほ 学生・生徒等の奨学基金 50,000 令和４年７月11日
島矢　大嗣 課外活動支援（体育連合会射撃部現役部員） 5,000 令和４年７月15日
公益財団法人末延財団
理事長　滝澤　正 学生・生徒等の活動支援 1,000,000 令和４年７月21日
廣尾稲荷神社
宮司　山口　耕司 施設・設備充実支援（創立140周年に係る施設充実） 1,000,000 令和４年７月21日
飯田　光夫 学生・生徒等の活動支援（駅伝支援） 50,000 令和４年７月25日
株式会社アローズ・ケイ・渋谷
代表取締役　城所　俊哉 学生・生徒等の奨学基金 33,000,000 令和４年７月28日
橋本　憲市郎 施設・設備充実支援（国学院大学北海道短期大学部） 100,000 令和４年８月 ８日
牧内　りずむ 学生・生徒等の奨学基金 5,000 令和４年８月 ８日
神社本庁総合研究所
所長　田中　恆清 教育・研究振興支援（研究開発推進センター研究事業） 300,000 令和４年８月15日
株式会社アルク
代表取締役　實川　利光 学生・生徒等の奨学基金 60,000 令和４年８月19日
齋藤　美香 課外活動支援（ソフトテニス部） 10,000 令和４年８月22日
小林　恵津子 学生・生徒等の奨学基金 500,000 令和４年８月29日
株式会社四門
代表取締役　宝土　大亮 教育・研究振興支援（考古学研究室） 100,000 令和４年９月16日
三菱UFJモルガン・スタンレー証券株式会社
取締役社長　小林　真 学生・生徒等の活動支援（140周年記念事業） 500,000 令和４年９月22日
株式会社ユニーク
代表取締役　加藤　謙太

学生・生徒等の活動支援
（国学院大学久我山高等学校ラグビーフットボール部） 1,000,000 令和４年９月26日
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上
さ
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魅
力
発
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に
も
力
を
入
れ
る
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　一般社団法人秩父地域おもてなし観光公社（以下、公社）で、事務局長として公社運営を切り盛りし、１市４町や民間企業などの関係者をつなぐ
キーパーソン・井上正幸さん（平３卒・99期文）は、行政職員だ。観光を活用した地域創生分野の第一人者で、全国で講演する井上さんは「利害
関係者に協力してもらうには、この指とまれ方式は通用しない。自分が足を動かして、汗をかくことで、初めて信頼してもらえる」と話す。
　公社は、「ちちぶ定住自立圏」を形成する、埼玉県秩父市、横瀬町、皆野町、長瀞町、小鹿野町の１市４町の観光情報の発信や地域のＰＲを手掛
けており、第１弾の観光地域づくり法人（ＤＭＯ）にも認定された。行政職にありながら、民間企業も交えた連携事業を推進する井上さんに、観光
からのアプローチで地元と共に歩む現況や今後について話を聞いた。

―
―
地
元
で
働
く
こ
と
、
観
光
の

仕
事
の
や
り
が
い
は

　

観
光
の
仕
事
で
頑
張
ろ
う
と
思

っ
た
き
っ
か
け
は
、
大
学
時
代
の

同
級
生
の
存
在
だ
。
卒
業
旅
行
も

一
緒
に
行
く
ほ
ど
仲
の
良
か
っ
た

彼
が
、
ま
ち
づ
く
り
を
テ
ー
マ
に

し
た
講
演
で
全
国
を
駆
け
回
っ
て

い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
同
じ
道
を

歩
ん
で
い
る
親
友
に
刺
激
さ
れ
、

自
分
も
負
け
ず
に
頑
張
っ
て
み
よ

う
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
た
。
大

学
に
は
全
国
か
ら
人
が
集
ま
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
価
値
観
、
考
え
方
を

持
っ
た
人
材
が
い
る
。
大
学
で
の

出
会
い
は
大
切
に
し
た
い
。

―
―
国
学
院
大
学
で
学
ん
だ
こ
と

が
ど
う
生
か
さ
れ
て
い
る
の
か

　

三
峯
神
社
や
宝
登
山
神
社
、秩

父
神
社
の
三
社
の
人
た
ち
に
、自

分
と
同
じ
国
学
院
大
学
出
身
者
が

大
勢
い
る
。三
峯
神
社
の
会
議
に

出
席
し
た
時
、「
国
学
院
大
の
後
輩

で
す
」と
挨
拶
す
る
と
、「
知
っ
て

い
た
よ
」と
言
っ
て
も
ら
っ
た
。大

学
で
は「
神
道
概
説（
当
時
）」が
必

須
科
目
で
、教
わ
っ
た
先
生
が
秩

父
神
社
の
宮
司
だ
っ
た
。そ
の
こ

ろ
か
ら
、地
元
に
戻
る
こ
と
が
決

ま
っ
て
い
た
の
か
な
と
縁
を
感
じ

る
。神
道
学
に
は
、国
学
院
大
学
の

根
幹
が
あ
り
、各
地
の
神
社
が
そ

の
土
地
の
生
活
文
化
を
支
え
る
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。文
化

庁
に
観
光
の
部
署
が
で
き
た
り
、

観
光
と
文
化
は
接
近
し
、重
な
り

合
お
う
と
し
て
い
る
。現
在
、文
化

庁
の
補
助
金
で「
お
祭
り
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」に
取
り
組
ん
で
い
る
。秩

父
地
域
は
祭
り
が
年
間
3
0
0
あ

り
、そ
の
体
系
化
を
目
指
し
て
い

る
。卒
業
し
て
30
年
以
上
た
ち
、大

学
で
学
ん
で
き
た
こ
と
が
、今
に

な
っ
て
生
き
て
い
る
。

　

発
足
か
ら
10
期
目
を
迎
え
た
秩

父
地
域
お
も
て
な
し
観
光
公
社

は
、
地
元
の
観
光
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
推
進
す
る
た
め
に
、
な
く
て
は

な
ら
な
い
存
在
に
な
っ
て
い
る
。

井
上
さ
ん
は
「
地
元
の
人
た
ち
と

協
力
し
て
、
続
け
ら
れ
て
き
た
こ

と
が
何
よ
り
も
重
要
な
こ
と
だ
」

と
地
元
愛
を
口
に
す
る
。
観
光
地

域
づ
く
り
法
人
（
D
M
O
）
の
認

定
取
得
や
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
に
よ
る
影
響
な
ど

の
さ
ま
ざ
ま
な
道
の
り
を
経
て
、

次
に
見
据
え
る
の
は
、
S
D
G

ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
や

D
X
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ

ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
な
ど
の
キ
ー
ワ

ー
ド
を
盛
り
込
ん
だ
新
し
い
旅
行

サ
ー
ビ
ス
や
、
魅
力
あ
る
特
産
品

の
発
掘
だ
。

―
―
観
光
公
社
を
長
く
続
け
る
こ

と
が
で
き
て
い
る
の
は
な
ぜ
か

　

事
業
を
続
け
て
い
く
に
は
収
益

を
稼
ぐ
こ
と
が
重
要
だ
。
行
政
は

選
挙
で
首
長
が
代
わ
れ
ば
、
方
針

が
変
わ
る
。
毎
年
結
果
を
出
す
よ

う
に
努
力
し
て
、
今
年
で
10
期
目

に
入
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
飲
食
店

が
自
粛
に
追
い
込
ま
れ
た
時
、
そ

の
支
援
の
た
め
に
民
間
の
企
業
か

ら
「
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

を
立
ち
上
げ
て
く
れ
な
い
か
」
と

頼
ま
れ
た
。
観
光
公
社
な
ら
必
ず

動
い
て
く
れ
る
と
い
う
信
頼
を
寄

せ
て
も
ら
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感

し
た
。
私
は
続
け
て
い
る
だ
け
。

だ
が
、
続
け
る
こ
と
が
で
き
て
い

る
、
そ
の
こ
と
が
一
番
の
財
産

だ
。
観
光
に
よ
る
地
方
振
興
を
テ

ー
マ
に
講
演
す
る
と
き
に
、「
市

役
所
職
員
の
私
が
で
き
た
こ
と
な

の
で
、
ど
の
ま
ち
で
も
で
き
る
は

ず
」
と
話
し
て
い
る
。

―
―
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
（
Ｄ

Ｍ
Ｏ
）
を
取
得
し
た
効
果
は

　

平
成
28
年
に
、
地
方
創
生
の
た

め
に
観
光
を
活
用
す
る
た
め
の
手

法
と
し
て
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
い
う
言
葉

が
流
行
し
始
め
て
、
観
光
庁
の
観

光
地
域
づ
く
り
法
人
（
D
M
O
）

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
。
平
成
26
年

に
お
も
て
な
し
観
光
公
社
を
立
ち

上
げ
た
こ
ろ
は
、
周
り
か
ら
「
何

し
て
い
る
と
こ
ろ
？
」
と
の
声
が

上
が
る
な
ど
認
知
度
は
今
一
つ
だ

っ
た
が
、
第
１
弾
の
観
光
地
域
づ

く
り
法
人
（
D
M
O
）
と
し
て
、

国
に
認
定
さ
れ
た
こ
と
で
、
地
元

の
た
め
に
や
っ
て
き
た
取
り
組
み

が
正
し
か
っ
た
と
認
め
て
も
ら
え

た
気
が
す
る
。
令
和
３
年
に
は
、

37
地
域
し
か
選
ば
れ
な
い
重
点
支

援
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
も
認
定
さ
れ
、
地
方

の
辛
口
の
議
員
か
ら
も
一
定
の
評

価
を
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

―
―
次
の
10
年
へ
向
け
て
、
取
り

組
み
た
い
こ
と
は
何
か

　

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

と
Ｄ
Ｘ
が
新
し
い
テ
ー
マ
と
し
て

浮
上
し
て
い
る
。
こ
の
２
つ
を
キ

ー
ワ
ー
ド
に
取
り
入
れ
た
新
し
い

企
画
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
。

観
光
庁
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
観
光

コ
ン
テ
ン
ツ
強
化
事
業
や
観
光
庁

が
推
進
す
る
「
第
２
の
ふ
る
さ
と

づ
く
り
」
事
業
な
ど
だ
。
次
世
代

観
光
研
究
会
を
立
ち
上
げ
、
若
い

世
代
、
と
り
わ
け
、
女
性
の
声
を

吸
い
上
げ
よ
う
と
、
オ
ン
ラ
イ
ン

や
リ
ア
ル
で
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

実
施
し
て
い
る
。
一
方
で
、
旅
館

な
ど
既
存
の
事
業
者
に
対
す
る
取

り
組
み
に
も
力
を
入
れ
て
い
く
必

要
が
あ
り
、
観
光
公
社
の
役
割
は

ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

　

た
と
え
ば
、
埼
玉
県
秩
父
地
方

の
特
産
物
な
ど
を
販
売
す
る
秩
父

地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
を

観
光
公
社
が
支
援
し
て
い
る
。
物

産
館
を
大
幅
に
改
装
し
、「
じ
ば

さ
ん
商
店
」
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し

た
。
特
産
品
と
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ

は
ニ
ワ
ト
リ
と
タ
マ
ゴ
の
関
係

で
、
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
と

観
光
が
一
緒
に
な
っ
た
こ
と
で
、

両
者
を
一
体
的
に
企
画
・
販
売
す

る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
体
制
を
整
え

た
。
ま
た
、
秩
父
市
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
Ｙｏ

ｕ
Ｔｕ
ｂｅ
を
活
用
す
る
よ
う
に
進

言
し
、「
秩
父
お
も
て
な
し
Ｔ
Ｖ
」

の
開
設
に
携
わ
っ
た
り
し
て
い
る
。

大
学
で
の
出
会
い
と
学
び

続
け
る
こ
と
が
一
番
の
財
産
に

地
元
を
愛
し
、
走
り
続
け
た
10
年
…
挑
戦
は
続
く

観光地域づくり法人（ＤＭＯ）
（Dest ina t ion  Management/
Marketing Organization）
　住民や公共団体、産業、交通事業者
など地域の多様な関係者との合意形成
やデータに基づくブランディング、持
続可能な戦略の推進など、観光地域づ
くりの中心的な役割、機能を果たす。

秩父夜祭
　300年前の寛文年間（1661～72年）には
行われていた記録が残る。屋台囃子ととも
に、国の重要有形民俗文化財に指定されてい
る笠鉾２基と屋台４基の山車が秩父市中を曳
き回される。屋台で行われる秩父歌舞伎など
とあわせ「秩父祭の屋台行事と神楽」として
重要無形民俗文化財にも指定されている。

第２のふるさとづくり
　観光庁が推進するプロジェクト
で、コロナ禍での自然環境にふれ
る旅のニーズの高まりをうけ、地
域経済活性化のため、「地域を第
２のふるさとのように『何度も通
う旅、帰る旅』というスタイル」
の普及と定着を狙うもの。

いのうえ・まさゆき
　埼玉県秩父市出身。国学院大学文学部文
学科卒。一般社団法人秩父地域おもてなし
観光公社事務局長。本学卒業後、秩父市役
所観光課などを経て現職。観光を通じた秩
父地域の活性化を牽引してきた実績は、観
光地域づくり法人（ＤＭＯ）の成功事例と
して全国から注目を集める。

「 地域から観光を考える～東京・谷中から描く日本の観光
まちづくり」
 観光まちづくり学部 学部長 西村幸夫・教授 椎原晶子

「 住民が作った魅力、城崎温泉の『弱点』がシンボルに」
 観光まちづくり学部学部長　西村幸夫

観光まちづくりに関する記事は
国学院大学メディアでも掲載しています

鍵
観光 生かした地域創生

地元と
共に歩むが信頼

を

公社のオフィスには秩父夜祭の山車の
模型が飾られている
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―
―
観
光
の
仕
事
に
就
い
た
の
は

い
つ
？

　

秩
父
市
役
所
に
入
庁
し
て
最
初

の
仕
事
は
滞
納
者
徴
収
係
だ
っ

た
。
税
金
を
支
払
っ
て
も
ら
う
よ

う
に
滞
納
者
を
訪
問
し
て
回
る
仕

事
を
５
年
間
続
け
た
後
、
観
光
課

へ
異
動
に
な
っ
た
。
大
学
生
の
時

は
、
市
役
所
に
観
光
の
仕
事
が
あ

る
こ
と
す
ら
知
ら
ず
、
公
務
員
に

な
っ
て
か
ら
も
観
光
に
携
わ
り
た

い
と
思
っ
た
こ
と
さ
え
な
い
の

に
、
な
ぜ
か
当
時
の
人
事
課
長
か

ら
「
あ
な
た
が
希
望
し
た
部
署
に

な
っ
た
か
ら
」
と
声
を
か
け
ら
れ

た
こ
と
が
は
じ
ま
り
。
今
と
な
っ

て
は
観
光
が
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
人
事
課

長
や
周
り
の
人
た
ち
が
、
観
光
の

仕
事
に
向
い
て
い
る
と
評
価
し
て

く
れ
た
の
だ
と
思
っ
て
い
る
。

―
―
観
光
課
で
印
象
に
残
っ
て
い

る
仕
事
は

　

毎
年
12
月
２
、３
日
に
行
わ
れ

る「
秩
父
夜
祭
」を
は
じ
め
と
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
祭
り
の
仕
事
を
担
当

し
た
こ
と
だ
。「
秩
父
夜
祭
」は
、秩

父
神
社
の
例
大
祭
と
し
て
、江
戸

時
代
中
期
頃
か
ら
続
い
て
お
り
、

京
都
の「
祇
園
祭
」、岐
阜
の「
高
山

祭
」と
並
ん
で
日
本
三
大
曳
山
祭

に
数
え
ら
れ
、毎
年
大
勢
の
観
光

客
で
に
ぎ
わ
う
。地
元
に
は
、秩
父

夜
祭
の
た
め
に
１
年
間
過
ご
し
て

い
る
人
が
た
く
さ
ん
い
る
。私
自

身
は
秩
父
神
社
の
周
囲
に
あ
る
屋

台
町
で
育
ち
、祭
り
に
携
わ
っ
て

い
る
の
は
知
り
合
い
ば
か
り
。子

供
の
頃
は
祭
り
が
大
好
き
と
い
う

わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、大
人
に

な
っ
て
、秩
父
夜
祭
の
ス
ケ
ー
ル

の
大
き
さ
が
わ
か
り
、誇
ら
し
く

思
う
よ
う
に
な
っ
た
。

―
―
秩
父
地
域
お
も
て
な
し
観
光

公
社
を
立
ち
上
げ
た
経
緯
は

　

全
国
の
地
方
自
治
体
で
「
平

成
の
大
合
併
」
が
行
わ
れ
て
い

た
時
、
秩
父
地
域
の
１
市
４
町

も
合
併
に
動
い
た
が
、
う
ま
く
い

か
な
か
っ
た
。
１
市
４
町
の
皆
さ

ん
の
思
い
が
一
つ
で
あ
っ
て
も
、

「
総
論
賛
成
・
各
論
反
対
」
に
な

っ
た
か
ら
だ
。
そ
の
頃
、
総
務
省

が
「
定
住
自
立
圏
構
想
」
を
打
ち

出
し
た
。
中
心
市
の
都
市
機
能
と

近
隣
市
町
村
の
農
林
水
産
業
や
自

然
環
境
、
歴
史
、
文
化
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
の
魅
力
を
活
用
し
て
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
や
企
業
と
い
っ
た
民
間
の
担

い
手
を
含
め
、
相
互
に
役
割
分
担

し
、
連
携
・
協
力
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
地
方
圏
へ
の
人
口
定
住
の

促
進
を
目
指
す
政
策
だ
。
平
成
21

年
度
か
ら
、
秩
父
圏
域
の
１
市
４

町
も
、
定
住
自
立
圏
構
想
に
取
り

組
ん
で
い
て
、
市
役
所
の
職
員
と

し
て
私
が
担
当
の
一
人
だ
っ
た
。

「
合
併
は
し
な
い
け
ど
、
や
り
や

す
い
部
分
で
一
緒
に
取
り
組
む
」

こ
と
が
で
き
る
の
が
特
徴
で
、
協

定
に
よ
っ
て
「
ち
ち
ぶ
定
住
自
立

圏
」
を
形
成
し
、
医
療
や
産
業
振

興
、
公
共
交
通
な
ど
で
共
通
と
な

る
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。
あ
る

時
、
首
長
た
ち
か
ら
「
観
光
で
も

一
緒
に
で
き
な
い
か
」
と
相
談
を

受
け
、「
秩
父
地
域
お
も
て
な
し

観
光
公
社
」
の
ア
イ
デ
ア
を
進
言

し
た
。

―
―
観
光
公
社
の
仕
事
の
難
し
さ
は

　

ど
れ
だ
け
市
や
町
の
皆
さ
ん
と

苦
労
を
共
有
で
き
る
か
、
汗
を
か

く
か
と
い
う
こ
と
が
大
事
だ
。
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
よ
う
な
知
識
を

持
っ
て
い
る
人
は
山
ほ
ど
い
る
け

ど
、
足
を
使
っ
て
動
い
て
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
形
に
で
き
る
人

は
少
な
い
。
観
光
は
地
方
政
治
と

関
係
が
深
い
。
首
長
や
地
方
議
員

の
間
を
上
手
く
立
ち
回
る
よ
う
な

嗅
覚
や
土
地
勘
を
持
っ
た
行
政
職

員
の
ス
キ
ル
が
欠
か
せ
な
い
。
広

域
の
観
光
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
が
「
頭
」
を
取

り
た
が
る
。
だ
か
ら
、
観
光
に
携

わ
る
関
係
団
体
の
人
た
ち
は
「
行

政
の
人
は
言
う
だ
け
で
、
動
い
て

く
れ
な
い
」「
少
し
だ
け
携
わ
っ

て
、
役
所
で
出
世
し
た
い
だ
け

だ
」
な
ど
と
疑
い
の
目
で
見
ら
れ

が
ち
だ
。
信
頼
し
て
も
ら
う
に
は

時
間
は
か
か
る
。
あ
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
、
最
初
の
会
議
で
出
席

者
か
ら
「
行
政
が
仕
切
る
つ
も
り

か
」
と
怒
鳴
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ

た
が
、
３
年
後
に
は
「
井
上
さ
ん

の
言
っ
た
通
り
だ
っ
た
。
や
っ
て

良
か
っ
た
」と
言
っ
て
も
ら
え
た
。

―
―
公
務
員
の
仕
事
と
の
違
い
に

戸
惑
い
は

　

平
成
13
年
に
『
道
の
駅
』
の
立

ち
上
げ
を
任
さ
れ
た
こ
と
が
貴
重

な
経
験
と
な
っ
た
。
当
時
は
30
歳

を
過
ぎ
た
頃
で
、
経
営
の
こ
と
は

何
も
知
ら
な
い
。
決
済
を
す
る
と

き
、
釣
銭
を
い
く
ら
用
意
し
て
い

い
の
か
も
わ
か
ら
ず
、
近
所
の
パ

チ
ン
コ
店
を
回
っ
て
、
小
銭
を
か

き
集
め
た
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
時

に
分
か
っ
た
の
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
れ
ば
、
で
き
な
い
こ
と
は
な
い

と
い
う
こ
と
だ
。
役
所
で
前
例
踏

襲
主
義
に
従
っ
て
い
た
ら
、
楽
だ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
成
長
す

る
機
会
を
失
っ
て
い
た
か
も
し
れ

な
い
。
自
ら
が
一
歩
踏
み
出
せ

ば
、
自
分
自
身
の
可
能
性
は
大
き

く
広
が
る
。
失
敗
を
恐
れ
ず
、
ま

た
、
失
敗
し
て
も
、
前
に
進
む
と

い
う
こ
と
を
、
愚
直
に
繰
り
返
す

こ
と
が
大
事
だ
。

観
光
の
仕
事
が
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に

観
光
分
野
を
軸
に
１
市
４
町
が
連
携

続
け
る
こ
と
が
一
番
の
財
産
に

地
元
を
愛
し
、
走
り
続
け
た
10
年
…
挑
戦
は
続
く
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トインフォダイジェス 内内容　日日にち　時時間　場場所　対対象　定定員　料料金　申申し込み　問問い合わせ
… 在学生　 … 保護者　 … 卒業生　 … 一般　 合合 … 受験生

大学からのお知らせ
令和４年度台風第14・15号による
災害に遭われた皆さまへ
内 令和４年度台風第14・15号により災害救助法が適
用された地域に主たる家計支持者が居住し、家計の
急変で今後の学業生活に支障をきたすおそれのある
学生は、保証人（ご父母等）と相談のうえ下記の大

学各窓口までご相談ください。
対 適用対象地域は本学ＨＰや内閣府ＨＰで確認してく
ださい
問▶学生生活課（☎03・5466・0145）
　▶たまプラーザ事務課（☎045・904・7700）
　▶大学院事務課（☎03・5466・0142）

令和４年度学費等納付金について
内 令和４年度学費等納付金（後期）口座振替日は、
11月28日㈪です。詳細は、10月中旬に発送した
「学費等納付金納入のお願い」や大学ＨＰをご確認
ください。
問 経理課、学生生活課、たまプラーザ事務課、大学院
事務課

「指定寄付金」ご協力のお願い
内 学校法人国学院大学では、私学としての公共性と独
自性のある教育研究体制を確立するため、広く寄付
を募っています。寄付の種類は、「学生・生徒等の
奨学基金」「学生・生徒等の活動支援」「教育・研究
振興支援」「施設・設備充実支援」の４つに加え、
学生の課外活動を支援するための「課外活動支援
（スポーツ強化部会など）」や「メッセージ募金」
を設けています。「メッセージ募金」は、スポーツ
活動や課外活動などに熱心に取り組む学生に向け
て、ＨＰ上からメッセージを直接投稿してもらう仕
組み。ワンコイン（500円）から寄付が可能で、メ
ッセージは専用ＨＰに公開されます（匿名可）。
申 専用用紙またはインターネットでのクレジットカー
ド決済（VISA、MasterCardの２種類）が可能です。
問総務課（☎03・5466・0111）
※ 本法人への指定寄付金は税制上の優遇措
置を受けることができます。募金に関す

る情報は専用ＨＰ（ＱＲコード）で閲覧できます。

国学院大学経済学会 懸賞論文の募集
内 経済・経営・会計等に関するテーマで懸賞論文を募
集します。優秀な論文には賞金（最優秀賞５万円、
優秀賞３万円、佳作１万円）が贈られます。
対経済学部１～４年生
申 12月１日㈭～８日㈭正午の期間に、論文
（Ａ４サイズ１ページあたり1200字程
度で10枚以上。Word形式。表紙 、要旨
〈600字以内〉、目次、論文の順で記述すること）
と本学ＨＰ（ＱＲコード）からダウンロードした提
出票・個人情報利用承諾書を応募期間中に公開され
る投稿先に提出してください。
問経済学部資料室（☎03・5466・0342）

キャリアサポート
※ 詳細確認・申し込みはK-SMAPYⅡから行ってください

内 各業界のリーディングカンパニーの採用担当者
が、業界や企業の説明をします。この機会に志望
する企業や業界への理解を深めましょう。志望業
界が定まっていない人は、さまざまな企業の話を
聞いて興味・関心の幅を広げていきましょう。
日 開催中～11月30日㈬　※終了日は変更の場合が
あります
対１～３年生

企業セミナー

内 秋採用を行う本学学生の採用意欲が高い優良企業
をお招きして開催するＷＥＢ合同企業説明会で
す。４年生で、就職活動を継続されている方、新
たに民間企業を検討しはじめた方は、ぜひ活用し
てください。
日11月16日㈬
時13時～16時10分
対４年生

第３回ＷＥＢ合同企業説明会

　
私
が
勤
め
る
大
豊
建
設
は
ニ

ュ
ー
マ
チ
ッ
ク
ケ
ー
ソ
ン
工

法
、
シ
ー
ル
ド
工
法
な
ど
の
特

殊
工
法
を
用
い
地
下
空
間
を
構

築
し
て
、
人
々
の
快
適
な
社
会

生
活
に
貢
献
す
る
「
縁
の
下
の

力
持
ち
」
だ
。
東
京
レ
イ
ン
ボ

ー
ブ
リ
ッ
ジ
の
芝
浦
側
基
礎
ア

ン
カ
レ
イ
ジ
工
事
は
、
当
社
が

誇
る
技
術
で
造
ら
れ
、
首
都
・

東
京
の
物
流
を
支
え
る
要
と
な

っ
て
い
る
。

　
ま
た
地
下
鉄
や
上
下
水
道
、

ゲ
リ
ラ
豪
雨
の
雨
水
を
一
時
的

に
溜
め
る
地
下
貯
留
管
施
設
の

構
築
な
ど
社
会
生
活
に
欠
か
せ

な
い
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
得
意
と

し
て
い
る
。

　
技
術
の
進
歩
で
耐
用
年
数
が

延
び
る
一
方
、
度
重
な
る
災
害

で
被
災
す
る
土
木
構
造
物
な
ど

も
多
く
、
直
し
て
長
く
使
う
た

め
の
修
繕
・
補
強
工
事
に
も
対

応
し
て
い
る
。
造
っ
て
終
わ
り

で
は
な
く
、
そ
の
後
も
安
心
し

て
使
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重

要
だ
し
、
感
謝
の
言
葉
を
聞
く

と
「
我
々
の
仕
事
が
人
々
の
暮

ら
し
を
支
え
て
い
る
」
と
の
実

感
も
湧
く
。

　
就
職
活
動
で
は
バ
ブ
ル
崩
壊

後
の
就
職
氷
河
期
に
直
面
し
た

が
、
父
親
が
土
木
業
界
に
い
て

幼
少
期
か
ら
そ
の
背
中
を
見
て

育
ち
、
学
生
に
な
り
大
豊
建
設

の
技
術
力
の
高
さ
を
聞
い
た
こ

　
国
学
院
大
学
と
総
合
建
設
業
（
ゼ
ネ
コ
ン
）
―
―
さ
ほ
ど
接
点
が
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
和
田
創
さ
ん
（
平

７
卒
・
103
期
法
）
は
ゼ
ネ
コ
ン
の
中
で
も
独
自
の
土
木
技
術
を
有
し
、
地
下
空
間
を
構
築
す
る
土
木
工
事
を
得

意
と
す
る
大
豊
建
設
（
東
京
都
中
央
区
）
の
営
業
職
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。「
在
学
時
は
ゴ
ル
フ
サ
ー
ク
ル
の

活
動
に
力
を
注
い
だ
」
と
い
う
和
田
さ
ん
が
課
外
活
動
で
磨
い
た
社
会
人
必
須
の
ス
キ
ル
と
は
…
。

シ
ョ
ン
力
」
だ
。

　
大
学
で
加
入
し
た
「
国
学
院

大
学
セ
ン
ト
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
ス

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
」（
現
在
は
解

散
）
で
は
、
全
国
各
地
か
ら
大

学
に
集
ま
っ
た
部
員
だ
け
で
な

く
対
戦
校
の
選
手
と
も
盛
ん
に

交
流
し
た
。
こ
こ
で
磨
い
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
は
今
も

役
立
っ
て
い
る
。

　
文
系
出
身
者
に
と
っ
て
建
設

業
界
の
仕
事
は
分
か
ら
な
い
こ

と
だ
ら
け
。
こ
れ
を
自
己
流
に

曲
解
し
た
り
、
放
置
し
た
り
す

れ
ば
顧
客
の
信
頼
を
失
う
こ
と

に
な
る
。
分
か
ら
な
い
こ
と
が

あ
っ
た
時
、
た
め
ら
わ
ず
に
他

人
に
聞
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
を
身
に
付
け
て
い
た
か
ら

こ
そ
、
建
設
技
術
力
の
理
解
も

深
め
ら
れ
、
不
慣
れ
な
仕
事
も

乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
建
設
業
に
限
ら
ず
、
専
門
知

識
を
大
学
で
学
ぶ
機
会
は
少
な

い
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

力
や
物
事
を
取
り
ま
と
め
る
ノ

ウ
ハ
ウ
な
ど
は
学
生
時
代
に
身

に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
専

門
知
識
は
入
社
後
に
学
ぶ
も
の

な
の
で
、「
文
系
の
大
学
だ
か

ら
」
と
臆
す
る
こ
と
は
無
い
。

就
職
活
動
に
際
し
て
、
４
年
間

の
学
び
に
繫
が
る
分
野
を
選
択

で
き
な
け
れ
ば
大
学
で
の
学
問

が
無
駄
に
な
っ
た
と
感
じ
る
か

も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
学
び

は
就
職
し
て
か
ら
も
延
々
と
続

い
て
ゆ
く
。
も
っ
と
視
野
を
広

げ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

を
磨
く
こ
と
が
大
切
で
は
な
い

か
。
後
に
続
く
後
輩
た
ち
に

は
、
ぜ
ひ
心
に
留
め
て
前
進
し

て
ほ
し
い
。（
談
）

と
が
入
社
の
き
っ
か
け
。
入
社

後
は
営
業
と
土
木
管
理
の
仕
事

を
受
け
持
っ
て
き
た
。
土
木
管

理
は
建
設
会
社
の
〝
通
信
簿
〞

と
も
い
う
べ
き
「
経
営
事
項
審

査
」
の
申
請
業
務
が
主
で
、
こ

の
審
査
に
承
認
さ
れ
な
い
と
官

公
庁
の
入
札
に
参
加
で
き
な

い
、『
ゼ
ネ
コ
ン
の
生
命
線
』だ
。

　
私
の
現
在
の
担
当
業
務
は
官

公
庁
向
け
の
仕
事
が
多
い
。
主

な
仕
事
は
入
札
関
連
業
務
で
、

技
術
部
門
か
ら
の
提
案
を
書
類

に
取
り
ま
と
め
、
入
札
に
参
加

す
る
。
入
札
業
務
や
土
木
建
築

の
技
術
は
入
社
後
に
一
つ
一
つ

学
ん
で
き
た
が
、
こ
の
時
に
役

立
っ
た
の
が
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

わだ・はじめ　国学院大学久我山高校から国学院大学に入学。法
学部法律学科を卒業後、平成７年に大豊建設に入社。横浜支店、
土木本部などを経て令和２年４月に東京土木支店土木営業部第二
営業課の課長に就任。
大豊建設　https://www.daiho.co.jp/

先輩に

大
豊
建
設
東
京
土
木
支
店
土
木
営
業
部
第
二
営
業
課
長　

和
田 

創
さ
ん（
平
７
卒
・
103
期
法
）

大
学
で
磨
く

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
」

新型コロナ感染予防

咳エチケット咳エチケット

ハンカチや
ティッシュペーパーで
口と鼻を覆う

服の袖や肘
ひ じ

の内側で
口と鼻を覆うマスクがあれば

正しく着用する

とっさ
の時はマスクが

なければ

「３密」を避けよう「３密」を避けよう

密閉空間 密接場面 密集場所
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（初教１）＝写真上＝が優勝、庄司琴里選手（初教２）＝
同下＝が準優勝と表彰台上位を独占する活躍を見せた。両
選手は予選から準決勝まで強豪選手を次々と撃破し、本学
選手同士の対決となった決勝では接戦を繰り広げた。同部
からは寺澤佑珠妃選手（日文１）も出場した。３選手は他
大学選手とのペアでダブルスにも出場し、庄司選手・日本
体育大学選手ペアが３位となった。
　９月21、22日には首都学生リーグ１部秋季戦に臨み、
団体戦で男子は３季連続、女子は４季連続の優勝となっ
た。ダブルス戦では男子で須田零生選手（法１）・黒須柾
暉選手（神２）ペアが、女子で庄司選手・濱島選手ペアが
優勝を果たし、開催された全４部門の優勝を本学が独占。
関東リーグ戦に向け、チームに勢いをつけた。

　国学院大学ソフトテニス部が各地で行われた全国大会に
臨み、勢いを見せた。
　９月３日から７日には、山口県山口市などを会場に全日
本インカレが３部門で開催された。大学対抗選手権（団体
戦）では同部男子がベスト８、同部女子がベスト16とな
った。学生選手権（ダブルス戦）では、男子の寺本隼選手
（健体２）・岩﨑俊介選手（健体１）ペアと女子の久保田
茜選手（日文２）・原千晴選手（中文２）ペアがそれぞれ
ベスト８に進出、ベスト16にも男女１ペアずつが進出し
た。シングルス選手権には、男子２選手、女子３選手が出
場し、女子で久保田選手がベスト16と奮戦した。
　９月17、18日には広島県広島市で第29回全日本ジュニ
ア選手権大会が開催され、女子シングルスで濱島怜奈選手

男女とも躍進光る
全日本ジュニアではワン・ツーの快挙
ソフトテニス部

ソフトテニス部提供

１死一・三塁から神里選手、山本選手の適時打で
２点を加え５－１で勝利した。この結果、同部
は７勝３敗で勝率0.700、勝点３となり首位に浮
上。最終第５週で優勝奪還に挑む。

同点となるも八回表、１死二塁から冨田進悟選手
（健体２）が２ラン本塁打を放ち３－１で勝利し
た。翌12日の第２戦は１－２と敗れたが、14日
の第３戦では九回表、３－１とリードするなか、

　国学院大学硬式野球部が所属する東都大学野球
１部秋季リーグは、中盤戦となる第４週までを終
了し、同部は最終週前に首位へ浮上した。
　第３週の駒沢大学戦は、第２週につづきZOZO
マリンスタジアム（千葉市）での開催となった。
９月17日の第１戦では三回表、吉川育真選手
（経３）が右二塁打、柳舘憲吾選手（法２）が四
球となり２死一・二塁に。続く青木寿修選手（経
ネ４）が左適時打を放ち１点を先制。五回裏に同
点に追いつかれた後、両大学とも追加点を奪えず
試合は延長戦に突入した。迎えた十一回表、神里
陸選手（神文２）の犠飛や土山翔生選手（経営
２）のスクイズなどで３点を追加し４－１と突き
放し勝利した。19日の第２戦では、三回裏に１
死一・二塁から山本大輔選手（健体４）の適時二
塁打などで２点を先制。四回裏には田中大貴選手
（健体２）のソロ本塁打で１点を加え３－０で勝
利し、２連勝となった。先発の武内夏暉投手（健
体３）は今秋２回目の完投。８奪三振、４安打に
抑える力投で、好調さを見せつけた。
　第４週は、明治神宮球場に舞台を戻し、日本大
学と対戦。10月11日の第１戦では、一回表に青
木選手の左適時打などで１－０と先制。七回裏に

最終週前に首位浮上
２シーズンぶりの優勝奪還へ
硬式野球部

要
所
で
活
躍
し
た
青
木
選
手

２
回
目
の
完
投
、
武
内
投
手

　関東学生卓球秋季リーグが９月１日から３日に
所沢市民体育館で開催され、男女とも２部リーグ
に所属する国学院大学卓球部は春リーグに続き準
優勝を収めた。

　男女２部は６大学で構成され、各大学と最大７
試合で対戦。先に４勝したチームが勝利を得る方
式で行われた。同部男子は初戦で埼玉工業大学と
対戦し４－２で勝利すると、第２戦は優勝候補の
大正大学と対戦。一進一退の攻防を繰り広げたが
２－４で敗れた。第３戦からは慶応義塾大学に４
－０、東京経済大学と日本体育大学にそれぞれ４
－１と勝利し、４勝１敗で２位となった。
　同部女子は、第１戦の東京経済大学に４－０と
圧勝。第２戦では男子と同じく優勝候補の大正大
学との直接対決に臨み、最終の第７試合までもつ
れる接戦の末、３－４で惜しくも敗れた。その後
は東京女子大学、順天堂大学、青山学院大学にそ

れぞれ４－０と勝利を収め、４勝１敗の２位で秋
季リーグを終えた。
　この結果から同部男女は10月８日、和光市総合
体育館で開催された１部７位校との入替戦に臨
み、男子は法政大学に２－４、女子は日本大学に１
－４と敗れ、惜しくも１部昇格はならなかった。
　８月２、３日にはリーグ戦に先立ち、10月に
滋賀県で開催される全日本学生卓球選手権大会の
関東地区予選が駒沢屋内球技場で開催された。同
部は予選突破者と関東地区推薦選手を含め、シン
グルスで男子３選手、女子６選手、ダブルスで男
子３ペア、女子３ペアが出場権を獲得し、10月
20日から23日に全国大会に挑む。

男女秋季リーグ 2シーズン連続で準優勝卓球部

主力を任った高澤昇平選手（中文２）
ニッタクニュース提供ニッタクニュース提供
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出雲駅伝準優勝
学生三大駅伝初戦で好成績

全日本学生柔道体重別
後藤選手が日本一、押領司選手が準優勝
　学生柔道の体重別個人日本一を争
う男子第41回・女子第38回全日本
学生柔道体重別選手権大会が10月
１、２日に日本武道館で開催され
た。国学院大学柔道部からは、予選
を突破した男子10選手が出場し、
全国の舞台に挑んだ。
　73kg級では、後藤颯太選手（健
体１）が見事に優勝し、１年生なが
ら日本一に輝く活躍を見せた。後藤
選手は、１回戦から順調に勝ち進む
と、準決勝で平野龍也選手（明治大
学）と対戦し、延長戦までもつれた
が、横車で技有を奪い勝利した。決
勝では、高橋慧選手（国士舘大学）
と対戦。本大会の東京都予選決勝で

も両者は対戦しており、全国の舞台
での再戦となった。試合は、両者一
歩も譲らぬ展開となると同スコアの
まま延長戦に突入。最後は後藤選手
が隅返を繰り出し、技有を奪い見事
に激戦を制し、学生個人戦の頂点に
立った。同部１年生の優勝は川上
智弘コーチ（平成20年大会、81kg
級）以来、14年ぶり。
　90kg級では、押領司龍星選手
（経営４）が準優勝の成績を収め
た。前大会覇者の押領司選手は２回
戦から登場すると、安定した試合運
びでトーナメントを勝ち進んだ。準
決勝で森健心選手（明治大学）に勝
利を収め、決勝では中西一生選手

（国士舘大学）と対戦。奇しくも昨
年度の決勝と同じ組み合わせでのラ
イバル対決に臨んだ。連覇を狙う押
領司選手と雪辱を期す中西選手の試
合は延長戦に突入し、試合時間が８
分を超える競り合いが繰り広げられ
た。最後は技有を奪われ惜しくも敗
れたが、押領司選手は全国の舞台で
２年連続表彰台に上がる実力を発揮
した。
　同部からはほかにも60kg級の田
中祥選手（経営３）、66kg級の藤
岡歩武選手（健体２）、81kg級の
岩下幹人選手（健体２）がそれぞれ
５位となった。

　学生三大駅伝初戦となる第34回出雲全日
本大学選抜駅伝競走が10月10日、出雲大社
正面鳥居前から出雲ドーム前を結ぶ全６区間
45.1kmで開催された。全20大学が参加する
なか、国学院大学陸上競技部は準優勝に輝い
た。
　１区を任されたのは大学駅伝デビュー戦とな
る青木瑠郁選手（健体１）。スタート後に中央大
学が飛び出すと、青木選手はライバル校と２位
集団を形成しレースを進める。残り１キロ手前
から各大学が激しく競り合うなか、１位から26
秒差の７位で中継所に飛び込んだ。２区の山本
歩夢選手（健体２）は、区間新記録となる走りで
先行する法政大学と関西学院大学を抜き去り５
位に浮上し、３区の平林清澄選手（経営２）に同
学年リレー。平林選手は、強い向かい風のなか、
粘りの走りを見せ６位で襷を繫いだ。
　後半戦に突入した４区では、主将の中西大翔
選手（健体４）が圧巻の走りを見せた。中西選
手は襷を受け取ると、前を行く創価大学、順天

堂大学を次々と捉え４位に浮上。その後も勢い
は衰えず、４キロ過ぎには青山学院大学、中継
所手前では中央大学も抜き去り２位にチームを
押し上げた。区間記録でも２位を20秒近く引
き離し、自身初となる大学駅伝での区間賞を獲
得した。５区の藤本竜選手（法４）は中央大学
と並走しながら、１位の駒沢大学を追走する。
両校は中継所まで競り合いを繰り広げ、最後は
わずかに先行されたものの、３位で６区の伊地
知賢造選手（健体３）に繫いだ。
　襷を受け取った伊地知選手はすぐさま中央大
学に追いつくと、２キロ過ぎには引き離して単
独２位に浮上する。伊地知選手はその後も区間
賞を争うペースで走り続け、本学新記録となる
２時間９分24秒の２位でゴール。同部は優勝
した令和元年度の第31回に続く、チーム２番
目となる成績を残した。
　優勝は駒沢大学で２時間８分32秒の大会新
記録。同部の今回の記録は歴代３位となる好タ
イムだった。

押領司選手（左）と後藤選手（柔道部提供）

２位でゴールに向かう伊地知選手

総合順位（上位８校）
順位 大学名 総合成績
１ 駒 沢 大 2：08：32
２ 国 学 院 大 2：09：24
３ 中 央 大 2：09：48
４ 青 山 学 院 大 2：10：18
５ 順 天 堂 大 2：10：50
６ 創 価 大 2：10：52
７ 法 政 大 2：11：54
８ 東 京 国 際 大 2：11：59

個人成績
区間 氏名 所属 タイム 区間順位 総合順位
1 青木　瑠郁 健体１ 22分58秒 ７位 ７位

2 山本　歩夢 健体２ 15分46秒 ６位
（区間新） ５位

3 平林　清澄 経営２ 24分06秒 ６位 ６位

4 中西　大翔 健体４ 17分50秒 １位
（区間賞） ２位

5 藤本　　竜 法４ 19分16秒 ４位 ３位
6 伊地知賢造 健体３ 29分28秒 ２位 ２位

月刊陸上競技提供月刊陸上競技提供


